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1第８回委員会での議論

 第８回委員会では、下図論点Ｂおよび論点Ｃに対する考え方に基づき、当面は現行の長期断面のマージンを
維持することを確認。

出典：第８回委員会 資料２



2長期断面のマージンの定期更新における見直し検討

 各連系線の長期断面（第３～１０年度）のマージンは、毎年１回、本機関が定めて公表することとしており、今
年度は、平成３０年度～３７年度の設定値を定めることとなる。

 算出にあたっては、業務規程に基づき、本機関と連系線を運用する一般電気事業者の実務者からなる「検討
会」を設置し、これまで供給区域ごとに異なっていた算出方法の標準化などの見直しについて議論した。その
上で、最新の需要想定値に基づく算出を行った。

※マージンの考え方の抜本的な見直しは本委員会で検討中であり、今回の定期更新では、考え方は従来のまま据え置い
て算出（第７回委員会にてご説明済み）。

［検討会で議論したマージンの算出方法の見直しの概要］

項 目 従来 見直し後

算出単位 １万ｋＷ、５万ｋＷ、又は１０万ｋＷ単位 １万ｋＷ単位に見直し

最大電源ユニット
（該当連系線のみ）

エリアに存在する最大電源ユニットをそ
のまま適用

最新の供給計画に計上されている最大
電源ユニットに見直し

※定期更新においては、上表の算出方法の見直しとは別に、需要想定の更新による数値の変更がある。



3定期更新における長期断面のマージンの設定

 検討会における前ページの算出方法の見直しに基づいてマージンを定めた場合、下表のとおり長期断面の
マージンの値が減少する結果となるが、第８回委員会の議論を踏まえ、この減少分については、今回の定期
更新において反映せず、現状の長期断面のマージンを引き続き確保する予定。

連系線（方向）

マージン減少量 [万ｋＷ]

需要想定の更新、及び、
算出単位の

見直しによるもの

最大電源ユニットの
見直しにもるもの

北海道本州間(北海道向) ５

東北東京間（東北向） ２～４

東北東京間（東京向） ４～８

東京中部間（東京向） ３～８

東京中部間（中部向） ２～３

中部関西間（中部向） ２～３

中部関西間（関西向） ２～３

北陸関西間（関西向） ３

関西中国間（関西向） ３～４

関西中国間（中国向） １～２

中国四国間（四国向） ２３

※見直しにより減少となる連系
線（方向）のみ記載

［検討会の算出結果］



4（参考）長期空容量の状況

連系線（方向）
長期空容量（単位：万ｋW)

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2021年度

北海道本州間(北海道向) 2.2 0 0 0 0 0 0 0

東北東京間（東北向） 388.0 405.7 434.8 434.8 505.0 500.0 500.0 500.0

東北東京間（東京向） 47.0 29.3 0.2 0.2 0 0 0 0

東京中部間（東京向） 0 0 0 0 0 0 0 0

東京中部間（中部向） 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 70.0 70.0 70.0

中部関西間（中部向） 216.4 153.9 145.1 130.2 130.7 136.7 136.7 136.7

中部関西間（関西向） 73.6 136.1 144.9 159.8 159.3 153.3 153.3 153.3

北陸関西間（関西向） 98.6 155.1 155.1 155.1 155.1 155.1 155.1 155.1

関西中国間（関西向） 100.0 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0 70.0

関西中国間（中国向） 395.0 405.0 405.0 405.0 405.0 405.0 405.0 405.0

中国四国間（四国向） 37.6 34.7 34.5 34.5 32.9 32.9 32.9 32.9

※見直しにより減少となる連系線（方向）のみ記載
※H28.2.26時点の空容量



5
（参考）長期計画の更新におけるマージンの考え方（第７回委員会資料より）

出典：第７回委員会 資料１－２




